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研究成果の概要（和文）：本研究は、妊娠中の栄養と炎症に関する胎内プログラミングをマウス

とラットを用いて検討した。栄養の胎内プログラミングでは、妊娠期低栄養負荷または高脂肪

食摂取(欧米型)による負荷を妊娠中／出生後に行い、妊娠中の低栄養に伴う低出生体重仔では

小児期から高血圧を惹起し、産褥期の栄養制限や、妊娠中の高脂肪栄養負荷においても同様の

結果が生じた。炎症に関しては、妊娠トランスジェニックマウスを用い、母の炎症素因だけで

なく、父親の炎症素因も病態発症の関与し、細胞性免疫機構のアンバランスを生じることを解

明した。 

 
研究成果の概要（英文）：Maternal high fat environment make a hypertensive offspring, but regulation 
of fat feeding during lactation period may reduce adulthood hypertension. In case with normal food, 
restrictive feeding during late gestation is more effective than lactation period for inducing hypertensive 
male offspring. Regulation of maternal feeding not only during late gestation but also lactation period 
may control adulthood hypertension. Fetal origin of adult hypertension might be vascular endothelial 
dysfunction. 
Inflammatory responses in F1 female mice are similar to the uterine environment in production of NOx. 

Therefore, a maternally-derived iNOS mutation is important in inflammatory responses of aged females 
respectively. 
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１．研究開始当初の背景 

Barker らによる低出生体重児と生活習慣病
発症の関連性についての報告後、各研究者ら
により成人病を含む様々な疾患の胎児期・成
長発達期起源説が提唱された。日本は低栄養
妊婦による低出生体重児化が問題になって
いるため、今後様々な疾患発症が危惧される。
また、喘息や花粉症、アトピーなどのアレル
ギー性疾患が急増している。 

 

２．研究の目的 

妊娠期低栄養負荷または高脂肪食摂取(欧米
型)による負荷が児の将来にどのような影響
を示すか検討した。 

また、喘息や妊娠高血圧症候群のように次世
代へ受け継がれる炎症疾患の病態解明につ
いての検討を行った。 

３．研究の方法 

本研究は、妊娠中の栄養と炎症に関する胎内
プログラミングをマウスとラットを用いて
検討した。 

(1) 栄養における胎内プログラミングでは、
妊娠期低栄養負荷または高脂肪食摂取(欧米
型)による負荷を妊娠中／出生後に行った。 

(2) 炎症に関しては、妊娠トランスジェニッ
クマウスを用い、炎症素因を父親由来または
母親由来で持つと児へどのように影響する
かを検討し、制御性 T 細胞を中心に細胞性免
疫の変化についても検討した。 

４．研究成果 
(1) 妊娠中の低栄養に伴う低出生体重仔で
は小児期から高血圧を惹起し、将来の成人病に
移行する予測因子であることを確認した。また、
産褥期の栄養制限や、妊娠中の高脂肪栄養負
荷においても同様の結果が生じた。 
(2) 母の炎症素因だけでなく、父親の炎症素因
も病態発症の関与し、細胞性免疫機構のアンバ
ランスを生じることを解明した。 
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